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1 は  し が  き

サイレージの取り出し労力および運搬労力の軽減をねら

いとして,発酵が終り,保蔵力が強化された高水分サイレ

ージについて,取 り出し後の短期堆積利用における変敗防

止を試みた。

2試 験 方 法

供試したサイレージは,オ ーチヤードグラスの 1～ 3番

草を原料とし,無予乾のまま細切貯蔵後,45日 以上経過し

たものとした。

堆積試験場所は舎内とし,堆積の形は円錐状とした。

試験事項は,堆積時期と変敗,堆積内の部位と変敗状態,

踏圧と被覆の影響およびプロピオン酸の添加効果などとし

た。調査項目は,変敗温度,変敗部位,変敗量およびサイ

レージの品質とし,品質調査用試料は,良部と変敗部を混

ぜ合せたものから採取した。

3 結果および考察

1 堆積サイレ~ジ の変敗

堆積時期, 日数と変敗 :12月 および 6月 に, ビニール

布上に50″ずつの高水分サインーンを堆積し,初 日,3日 ,

6日 および10日 目の変敗状態について調査 した。

堆積サインージは,12月 では堆積後 10日 日まで温度の上

昇やカビの発生,腐敗がなく, 6月 では堆積後 6日 目まで

温度の上昇や変敗がみられなかつたが,10日 日になつて40

℃の温度上昇と33%の変敗部重がみられた。サイレージの

乾物率については,12月 ではほとんど変化がみられなかつ

たが, 6月 では水分の蒸散によりやや高くなることが認め

られ,JIは ,12月  6月 ともに10日 後であっても,わずか

な上昇にとどまつた。乳酸含量は,12月 では減少, 6月 で

は増加の傾向があり,酢酸含量は増減がなく,酪酸含量は,

12月 では増加,6月 では減少の傾向がみられた。揮発性塩

基態窒素の発生量は,12月 では減少, 6月 では増加の傾向

がみられた。

堆積の部位と変敗 :8月 にビニール布上に145り のサ

インージを堆積し,変敗状態について調査した。

その結果,21E積後 7日 間の変敗温度は,中央附近が最も

高く,上表層が次いで高く, 下層で最も低くなることが認

められた。カビの発生や腐敗は,変敗温度が比較的ほかっ

た上表層で最もはなはだしく,変敗温度が最も高かった中

央部では全く認められなかつた。

以上,高水分サイレーンの変敗は,堆積される時期が低

温期か高温期かによつて,その状態や程度が大きく異なり,

高温期にあつては空気の侵入部分,空気との接触部分で著

しい。

2 変敗の防lL

踏圧とビニール被覆の影響 :6・ 7月 の時期に, ビニ

ール布上にサイレージを40″ずつ4E積 した後,無踏圧無被

覆区,無踏EEビ ニール被覆区,踏圧無被覆区,踏圧ビニー

ル被覆区などに処理し調査した。

その堆積後10日 間の変敗温度をみると,無被覆のサイン

ージの温度は,被覆サイレージに比べ,やや遅れて上昇し

たが,その後むしろより高くなつた。この無被覆サイレー

ジの初期の低温は,夜間の冷却によるもので,後期の高温

は,十分な空気の供給による変敗のためと考えられる。ま

た,被覆サインージの初期の温度上昇は,無被覆の場合と

は逆に保温によるもので,後 rJIの 低温は,堆積内への空気

の侵入が遮られたため,変敗が進まなかったためと推察さ

れる。

この試験サイレージの変敗部重率は,堆積の無踏圧では

無被覆が
'8%,被
覆が73%,踏 圧では無被覆が87%,被覆

が59%と なつて,踏圧後に被覆したものが 4処理の中では

最も低くなった。

サイレージの水分含量は,無踏圧,踏圧処理ともに無被

覆状態でよりはなはだしく減少していた。 pHの値は,踏
lllよ りは無踏圧が低く,被覆よりは無被覆が高く,乳酸の

合量は無踏圧よりは踏庄で少く,無被覆と被覆との間には

一定の傾向はみられなかつた。酢酸含量は,無踏圧より踏

圧で多くなつたが,こ れについてもまた被覆の有無の間に
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は一定の傾向はみられなかつた。揮発性塩基態窒素の発生

率は,踏 EEしたものでやや高く,被覆するよりは無被覆の

方がより高くなることが認められた。この試験結果から判

断すれば,踏庄やビニール被覆を単独に行うよりは,両者

の併用が望ましいといえる。しかし,その効果はそれほど

大きくないもののようである。

プロピオン酸の添加効果 :6月 中 下旬にコンクリー

ト床 しのサイレージ各50り につき,無添加,プ ロピオン酸

05%添加および10%添加の処理をはどこし,14日間堆積

し調査した。

その温度の観測結果は,図 1に示すとおりである。

これによれば,無添加サイレージの温度は,堆積後7日

日頃から徐々に上昇し,13日 目頃に至つて50℃ を越えたが,

他方,プ ロピオン酸添加サイレージの温度は,05%添加

が20℃ , 10%添加が18Cと なり,全期間を低温で経過し

た。

この成績によれば,サイレージの水分含量は,無添加が

最も少なく, プロピオン酸 10%添加が最も多かつた。 こ

の 10%添加サイレージの水分含量は,材料サイレージの

水分含量に近く,このことは変敗熱による水分の発散量が

少なかつたことを示している。

pHは , 添加率の高いもので低く, 乳酸 酢酸および酪

酸の含量は,概 してプロピオン酸添加サイレージで高くな

った。また,添加サインージのプロピオン酸の含■は,添

加時よりはやや低い値となつた。揮発性塩基態窒素 (VB
N)の 発生率は,材料サイレージよりは,やや高くなつた。

この成績は低水分サイレージに対する添加効果の傾向に類

似している
1)が
, 変敗部重などを考慮に入れれば,む しろ

高水分サイレージの方が,よ り安定しているといえる。

以上,高水分サイレーンは,低温期では短期の堆積利用

が可能のように思われるが,高温期であつても,サイレー

ジの水分含量や pl:な どの関係から, プロピオン酸の効力

をより増強できることも予想され?短期の堆積利用の可能

性が高いものと思われる。

経       過      (月 日)

図 1 取り出し後の堆積サイン~ジ に対する
プロピオン酸の添加と変敗温度との関係

変敗部重は,サインージとコンクリート床との接触面に

できた変敗部を含めると,無添加サイレージが26%, 05

%添加サイン~ジ が12%, 10%添加サイレージが 7%と

なり,プ ロピオン酸の添加によつて著 しく減少した。

また,試験後のサイレージの品質は,表 1に示すとおり

である。

4 ま  と  め

サイロから取り出した高水分のサイレージについて,短

期の堆積利用を試み,①低温期では,サイレージの変敗は

みられなかつたが,高温期では,一部変敗がみられ,その

高温期の変敗温度は,中央部で高く上表層で低くなって,

カビの発生や変敗は,中央部よりはむしろ表層部近くから

起こること,②変敗の防lEでは,ビニール被覆の効果がみ

られたが,踏圧と被覆の処理がよりすぐれていること,ま

たプロピオン酸の添加効果が著しいことを認めた。

参 考 文 献

1)高井慎二 取り出したサイレージの変敗とその防 lL
l,低水分サイレージについて 東北農業研究 21,
207-208(1978)

2)山本 正 プロピオン酸について一Baked goodsに

おけるプロピオン酸塩の効果について一 日本食品
工業学会講演集, 35-48(1964)

(℃ )

表 1 取り出し後の堆積サイレ~ジ に対するプロピオン酸の添加効果

∽̈
有 機 酸 ∽

器
X100

乳 酸  酢 酸  イラ醸  酪 酸  ずり議  う
プ
醸

材料サイ レージ 031 011 002

堆
積
サ
イ
レ
ー
ジ

無 添 加 334 029 011 0 14 002

プロピオン酸
05%添 加 473 0 43 070 0 06 731

プロピオン酸
10%添 加 455

注 pHは ガラス電極 pHメ ータ,有機酸はガスタロマ トグラフ法,VBNは 水蒸気蒸留法によった。


